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ト
ル
以
深
ま
で
坑
道
を
掘
削
し
、
研
究
を

継
続
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
野
村
理
事
は
、

「
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
や
り
ま
す
。（
幌

延
の
）堆
積
岩
の
真
ん
中
に
近
い
と
こ
ろ

に
当
た
る
の
で
、
一
番
い
い
と
こ
ろ
ま
で

掘
っ
て
、
き
ち
ん
と
調
べ
る
…
」

　

と
明
言
。
宮
本
明
町
長
に
は
す
で
に
意

向
を
伝
え
て
あ
る
が
、
地
元
の
国
会
議
員

ら
と
の
調
整
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、

「
９
月
ま
で
は（
５
０
０
メ
ー
ト
ル
掘
削
の

話
を
）外
に
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
」

　

と
、
訪
れ
た
議
員
た
ち
に
口
止
め
し
た
。

　

一
連
の
発
言
に
対
し
、
道
北
各
地
の
住

民
団
体
で
つ
く
る「
核
廃
棄
物
施
設
誘
致

に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議
会
」代
表
委

員
の
久
世
薫
嗣
さ
ん（
１
９
４
４
年
、
岡

山
県
生
ま
れ
）は
、
こ
う
憤
る
。

「
組
織
改
革
の
途
中
の
原
子
力
機
構
が
幌

延
の
議
員
に
こ
ん
な
話
を
す
る
の
は
世
論

誘
導
だ
。『
研
究
期
間
は
20
年
程
度
』と
言

い
な
が
ら
実
際
に
は
や
れ
な
い
組
織
が
、

（
長
寿
命
の
放
射
性
廃
棄
物
に
）１
万
年
単

位
の
対
応
が
で
き
る
の
か
。
回
収
可
能
性

試
験
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
幌
延
の
施

設
は
更
地
に
戻
せ
ば
い
い
話
。
我
々
は
政

府
や
原
子
力
機
構
な
ど
に〝
け
じ
め
〟を
求

　

宗
谷
管
内
幌
延
町
の
丘
陵
地
帯
に
建
つ
、

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
以
下
、
原

子
力
機
構
）の「
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
」。
３
本
の
立
坑
や
水
平
坑
道
を
掘

削
し
、
岩
盤
や
地
下
水
な
ど
の
デ
ー
タ
を

集
め
た
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を

埋
め
棄
て
る
た
め
の
技
術
開
発
を
進
め
る

施
設
で
、
２
０
０
１
年
３
月
の
研
究
開
始

か
ら
も
う
13
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
原
子
力
機
構
と
北
海
道
、

幌
延
町
が
締
結
し
た「
幌
延
町
に
お
け
る

深
地
層
の
研
究
に
関
す
る
協
定
書
」で
は
、

当
初
計
画
で
示
し
た「
20
年
程
度
」に
お
よ

ぶ
研
究
の
終
了
後
は
、

「
地
上
の
研
究
施
設
を
閉
鎖
し
、
地
下
施

設（
注
＝
坑
道
な
ど
）を
埋
め
戻
す
」

　

と
明
記
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
遅
く

と
も
今
後
10
年
以
内
に
同
セ
ン
タ
ー
の
研

究
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
そ
う
し
た
約
束
を
違
え
る
発
言

が
４
月
24
日
、
野
村
茂
雄
・
原
子
力
機
構

理
事
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た
。

　

茨
城
県
東
海
村
を
視
察
に
訪
れ
た
幌
延

町
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
５
議
員

と
、
野
村
理
事
ら
原
子
力
機
構
の
役
職
員

と
の
昼
食
を
交
え
た
懇
談
会
。
研
究
期
間

の
長
期
化
を
求
め
る
一
人
の
議
員
が
、

「（
現
計
画
で
示
し
た
）20
年
の
制
限
を
少

し
延
ば
し
て
も
ら
え
ば
…
」

　

と
促
す
と
、
野
村
理
事
は
、

「
共
存
共
栄
で
長
く（
幌
延
町
内
の
）研
究

所
と
し
て
位
置
づ
け
て
ほ
し
い
。（
地
下

施
設
を
）埋
め
戻
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

『
埋
め
て
芝
生
で
返
せ
』と
言
わ
れ
て
も
や

る
気
が
し
な
い
…
」

　

と
応
じ
た
。
居
座
り
を
意
味
す
る

「
も
っ
た
い
な
い
発
言
」で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
発
言
は
、
研
究
区
域
に
放

射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
を
明

確
に
す
る
た
め
、
坑
道
を
埋
め
戻
し
て
処

分
場
な
ど
に
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
３
者

で
確
認
し
た
、
協
定
締
結
に
至
る
歴
史
的

な
経
緯
を
全
く
蔑
ろ
に
す
る
も
の
だ
。

　

野
村
氏
は
、
前
身
の
動
燃
時
代
か
ら
通

算
37
年
間
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
関
係
の
業

務
に
携
わ
る
人
物
。
原
子
力
機
構
の
筆
頭

理
事
で
、
放
射
性
廃
棄
物
対
策
の
責
任
者

だ
。
一
昔
前
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
発
言
に

多
く
の
道
民
が
反
発
し
、
役
員
の
首
が
飛

ぶ
よ
う
な
事
態
に
発
展
し
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
日
の
懇
談
で
は
、
研
究
の
長
期
化

を
窺
わ
せ
る
野
村
発
言
が
相
次
い
だ
。

「（
放
射
性
廃
棄
物
を
入
れ
な
い
）模
擬
固

化
体
を
置
き
、
粘
土
で
囲
っ
て
、
し
ば
ら

く
置
い
て
か
ら
、
そ
れ
を
壊
し
て
回
収
す

る
─
─
ぜ
ひ
と
も
、
水
平
坑
道
を
使
っ
て

そ
う
し
た
試
験
を
や
り
た
い
」

　

と
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
回
収

す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
、
幌
延
の
施
設

を
活
用
す
る
計
画
に
も
言
及
し
た
。

　

幌
延
町
は
昨
秋
、
原
子
力
機
構
や
文
部

科
学
省
な
ど
に
対
し
、
地
下
５
０
０
メ
ー

2014. 7 .

　
緊
急
レ
ポ
ー
ト
・
幌
延〝
核
の
ゴ
ミ
〟処
分
研
究
施
設
の
今
を
追
う

波
紋
広
げ
る
原
子
力
機
構
の
理
事
発
言

「
撤
去
・
埋
め
戻
し
」の
約
束
を
反
故
？

協
定
当
事
者
の
道
は
住
民
の
不
安
に
向
き
合
え

「（
協
定
に
沿
っ
て
研
究
施
設
を
）埋
め
戻
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。『
埋
め

て
芝
生
で
返
せ
』と
言
わ
れ
て
も
や
る
気
が
し
な
い
」─
─
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
に
向
け
た
技
術
開
発
な
ど
を
進
め
る
幌
延
深

地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
筆
頭

理
事
が
４
月
24
日
、
地
元
町
議
に
こ
う
言
い
放
っ
た
。
北
海
道
と
幌
延

町
、
同
機
構
が
締
結
し
た
協
定
で
は
、「
20
年
程
度
」と
さ
れ
る
研
究
期
間

の
終
了
後
に
地
下
施
設
は
埋
め
戻
す
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
約
束
は

反
故
に
さ
れ
か
ね
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
坑
道
を
掘
削
し
、
新
た
な
試

験
を
始
め
る
構
想
も
あ
る
が
、
当
事
者
の
道
庁
の
動
き
は
鈍
い
。
節
目

を
迎
え
た「
幌
延
計
画
」の
現
状
を
追
い
、
事
業
を
疑
問
視
す
る
道
北
の

住
民
や
首
長
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
た
。
　（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川
康
治
）

「
も
っ
た
い
な
い
発
言
」で

筆
頭
理
事
が
居
座
り
を
示
唆

道
北
の
住
民
団
体
は
猛
反
発

本
気
度
が
問
わ
れ
る
道
の
対
応

幌延深地層研究センターが掘削した地下 140 ｍの調査
坑道では、地下水や岩盤の状態などを調べている。現
在、立坑は 380 ｍまで掘られ、500 ｍ地点での研究計
画もある（今年３月撮影）

■緊急レポート・幌延“核のゴミ”処分研究施設の今を追う

「もったいない発言」をした野村茂
雄理事（日本原子力学会ＨＰから）
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■緊急レポート・幌延“核のゴミ”処分研究施設の今を追う

替
え
た
だ
け
の
要
請
で
あ
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
10
月
、堀
知
事
に
よ
る「
立

地
の
受
け
入
れ
」と
引
き
換
え
に
、
処
分

研
究
の
必
要
性
を
述
べ
る
一
方
で
、

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
持
込
み
は
慎
重

に
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い

こ
と
を
宣
言
す
る
」

　

と
す
る「
北
海
道
に
お
け
る
特
定
放
射

性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ

た
。「
推
進
」と「
慎
重
」が
同
居
す
る
玉
虫

色
の
条
文
は
、
道
議
会
各
会
派
に
よ
る
妥

協
の
産
物
だ
っ
た
。

　

こ
の
条
例
を
踏
ま
え
、
３
者
協
定
と
協

定
に
基
づ
く
確
認
書
が
締
結
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
、
幌
延
の
研
究
施
設
に
つ
い
て
、

①
期
間
中
は
も
と
よ
り
研
究
終
了
後
も
、

　
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
や
使

　
用
す
る
こ
と
は
し
な
い

②
最
終
処
分
を
行
な
う
実
施
主
体（
現
在

　
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
＝
原
子
力
発
電
環
境
整
備

　
機
構
）へ
譲
渡
し
、
ま
た
は
貸
与
し
な
い

③
研
究
終
了
後
は
、
地
上
の
研
究
施
設
を

　
閉
鎖
し
、
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す

　

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

条
例
の
制
定
前
、
立
地
に
異
議
を
唱
え

る
市
民
グ
ル
ー
プ「
幌
延
問
題
道
民
懇
談

会
」代
表
の
上
田
文
雄
弁
護
士（
現
札
幌

市
長
）ら
は
、「〝
核
抜
き
条
例
〟や
協
定
は
、

法
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
実
効
性
が
な

く
、
気
休
め
に
す
ぎ
な
い
。
条
例
化
な
ど

と
引
き
換
え
の『
立
地
容
認
』は
問
題
の
す

り
替
え
だ
」（
同
懇
談
会
チ
ラ
シ
か
ら
）と
、

き
び
し
く
批
判
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
、
妥
協
の
産

物
だ
っ
た
条
例
や
協
定
が
原
子
力
機
構
や

政
府
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
面
は
否
め

な
い
。
前
出
の「
も
っ
た
い
な
い
発
言
」な

ど
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
締
結

し
た
協
定
に
込
め
た
、
当
時
の
道
政
担
当

者
ら
の
努
力
に
も
水
を
差
す
も
の
だ
。

　

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
と
し
て
知
ら

れ
、
農
漁
業
を
基
幹
産
業
に
す
る
、
幌
延

町
に
隣
接
し
た
人
口
４
千
ほ
ど
の
宗
谷
管

内
浜
頓
別
町
。
10
年
前
に
発
足
し
た「
浜

頓
別
町
に
核
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
せ
な
い

町
民
の
会
」（
日
浅
成
俊
代
表
）は
６
月
初

め
、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
の
受
け
入
れ
拒
否
に
関
す
る
意
見
書

（
案
）」を
町
議
会
に
提
出
し
た
。

①
道
条
例
お
よ
び
３
者
協
定
を
順
守
す
る

　
こ
と

②
最
終
処
分
場
の
選
定
に
係
わ
る「
文
献

　
調
査
」を
実
施
し
な
い
こ
と

③「
核
の
ゴ
ミ
」を
出
し
続
け
る
原
発
の
再

　
稼
働
を
さ
せ
な
い
こ
と

　

の
３
項
目
を
求
め
る
も
の
で
、
同
12
日

の
町
議
会
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
衆
参
両

院
議
長
や
関
係
大
臣
、
道
知
事
に
提
出
す

る
運
び
に
な
っ
た
。

　

こ
の
意
見
書
の
背
景
に
は
、「
幌
延
問

題
」を
め
ぐ
る
長
年
の
経
緯
が
あ
る
。

　

処
分
研
究
施
設
の
受
け
入
れ
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
た
２
０
０
０
年
、
浜
頓
別
町

議
会
は
道
内
で
初
め
て
、
最
終
処
分
に
関

す
る
施
設
の
受
け
入
れ
拒
否
の
決
議
を
行

な
っ
た
。
同
年
秋
に
は
、
当
時
の
市
川
昇

町
長
は
道
か
ら
の
照
会
に
対
し
、

「
道
が
考
え
る
協
定
は
合
法
性
が
な
く
、

住
民
の
間
に
、
な
し
崩
し
的
に
処
分
場
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
道
民
合
意
の
と
り

方
に
も
不
満
や
懸
念
が
持
た
れ
て
い
る
」

　

と
し
て
、「（
道
内
に
放
射
性
廃
棄
物
を

持
ち
込
ま
な
い
）道
条
例
の
制
定
が
最
も

有
効
」と
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

03
年
、
町
は
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
関
係
す
る
電
源
３
法
交
付
金
の
申

請
に
あ
た
り
、「
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
た
め
の
担
保
措
置
」を
議
会
に

提
案
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
だ
が
、
同

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
波
及
を
恐
れ
る
経
済

産
業
省
の
意
向
を
受
け
、
広
瀬
忠
雄
前
町

長
は
条
例
の
提
案
を
撤
回
し
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
抱
い
た

人
た
ち
が
05
年
、「
町
民
の
会
」を
設
立
し
、

〝
核
の
ゴ
ミ
〟拒
否
条
例
の
制
定
を
求
め
る

め
る
運
動
を
続
け
て
い
く
」

　

道
北
連
絡
協
議
会
か
ら
の
要
請（
５
月

14
日
・
後
述
）を
受
け
、
道
経
済
部
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
室
は
原
子
力
機
構
に
対
し
、

野
村
発
言
の
中
身
を
質
し
、
同
27
日
に

「
も
っ
た
い
な
い
発
言
」な
ど
に
対
す
る
釈

明
文
書
が
提
示
さ
れ
た
。
２
日
後
、
道
は

「
協
定
の
順
守
」を
申
し
入
れ
、「
地
域
と
の

信
頼
関
係
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
」

口
頭
で
指
摘
。
文
科
省
に
対
し
、
原
子
力

機
構
を
指
導
す
る
よ
う
要
請
す
る
と
い
う
。

ず
い
ぶ
ん
及
び
腰
で
手
ぬ
る
い
対
応
と
い

え
る
。

　

懇
談
は
録
音
さ
れ
て
い
た
。
５
月
中
旬

に
は
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
音
声
デ
ー
タ
を

入
手
し
、
一
部
で
報
道
済
み
。
し
か
し
、

住
民
団
体
か
ら
指
摘
さ
れ
て
動
き
出
し
た

道
は
、
６
月
初
め
に
な
っ
て
も
音
声
デ
ー

タ
を
入
手
し
て
い
な
い
、
と
い
う
。
原
子

力
機
構
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
情
報
し

か
持
ち
得
ぬ
と
こ
ろ
に
、
道
の
本
気
度
の

乏
し
さ
が
窺
え
る
。
道
民
の
安
全
・
安
心

の
実
現
を
常
に
考
え
、
協
定
当
事
者
と
し

て
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
必
要
だ
。

　

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て「
幌
延
問
題
」の

経
緯
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

80
年
代
初
め
、
公
害
企
業
や
原
子
力
船

の
誘
致
に
失
敗
し
た
幌
延
町
が「
泊
の
次

は
幌
延
に
原
発
を
」と
北
電
に
立
地
調
査

を
依
頼
し
た
の
が
原
点
。
だ
が
、
候
補
地

は
地
盤
が
弱
く「
立
地
不
適
」に
な
る
。
科

学
技
術
庁（
当
時
）に
陳
情
し
た
幌
延
町
の

一
行
に
、十
勝
出
身
の
中
川
一
郎
長
官（
故

人
）が
放
射
性
廃
棄
物
施
設
の
立
地
を
打

診
。「
地
元
に
は
保
管
料
や
交
付
金
が
落
ち

る
」と
甘
い
話
に
乗
せ
ら
れ
、〝
核
の
ゴ
ミ
〟

の
後
始
末
施
設
に
頼
る
道
を
選
ん
で
し

ま
っ
た
。

　

84
年
、「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」の
立
地

計
画
が
表
面
化
し
、
動
燃
の
施
設
か
ら
発

生
す
る
す
べ
て
の
放
射
性
廃
棄
物
の「
貯

蔵
」と
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
最
終
処
分

地
を
選
ぶ
の
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め
る

た
め
の「
処
分
研
究
」が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

構
想
が
盛
ら
れ
た
。
今
、「
幌
延
深
地
層
研

究
セ
ン
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
施
設
は
、
か

つ
て
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
の
中
核
施

設
で
あ
っ
た
。

　

道
北
各
地
の
酪
農
民
や
労
働
者
ら
の
反

対
運
動
や
道
民
世
論
を
背
景
に
、
道
は
立

地
計
画
に
対
す
る
拒
否
姿
勢
を
強
め
た
。

動
燃
は
85
年
、
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
立
地
調

査
に
着
手
し
、
機
動
隊
の
力
を
借
り
ボ
ー

リ
ン
グ
資
材
の
搬
入
な
ど
を
強
行
し
た
。

　

し
か
し
、
道
議
会
は
90
年
７
月
、
自
民

党
を
除
く
全
会
派
の
賛
成
で「
貯
蔵
工
学

セ
ン
タ
ー
設
置
に
反
対
す
る
決
議
」を
可

決
し
、
道
や
道
民
世
論
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
る
。
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

　

北
海
道
勢
の
反
発
に
遭
っ
て
も
科
技
庁

や
動
燃
は
あ
き
ら
め
ず
、
当
初
計
画
の

「
貯
蔵
」関
連
の
施
設
は
取
り
や
め
る
一
方
、

先
行
着
工
を
期
待
し
て
い
た
深
地
層
施
設

の
単
独
立
地
へ
と
方
針
転
換
。
98
年
に
は
、

幌
延
町
で
の
深
地
層
試
験
の
実
施
を
道
に

申
し
入
れ
た
。
そ
れ
は
、
ラ
ベ
ル
を
貼
り

展望室から見た坑道の建屋。東西２本の立坑と換気立坑がある

深地層研究施設の立地受け入れ反対をアピールする道
北の住民たち（2000 年 10 月、道庁近くで）

「道は協定の順守を」と話す菅原信男浜頓別町長

条
例
や
協
定
は
妥
協
の
産
物

現
在
は
国
な
ど
へ
の
足
か
せ
に

処
分
場
の
受
け
入
れ
拒
否
決
議

浜
頓
別
議
会
は
意
見
書
も
採
択
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運
動
を
ス
タ
ー
ト
。
翌
年
の
請
願
署
名
は

有
権
者
の
81
％
に
達
し
た
が
、
条
例
制
定

は
ま
だ
日
の
目
を
見
て
い
な
い
。「
町
民
の

会
」は
、
今
回
の
意
見
書
採
択
を
踏
ま
え
、

あ
ら
た
め
て
条
例
制
定
を
視
野
に
入
れ
た

運
動
を
展
開
す
る
と
い
う
。

　

町
役
場
に
菅
原
信
男
町
長
を
訪
ね
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
受
け
止
め
方
を
聞
い
た
。

　
─
─
町
の
基
本
姿
勢
は
？

「
市
川
町
政
の
時
代
か
ら
議
会
決
議
を
含

め
て
議
論
が
な
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
当
時
も
今
も
、
町
の
ス
タ
ン
ス

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　
─
─
３
者
協
定
に
対
す
る
見
方
は
？

「
研
究
終
了
後
は
坑
道
を
埋
め
戻
す
約
束

は
守
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
受
け
止
め
て
き

た
。
今
回
の
報
道
を
見
る
と
、（「
も
っ
た

い
な
い
発
言
」は
原
子
力
機
構
側
の
）本
音

が
出
た
の
で
し
ょ
う
。
道
は
協
定
を
順
守

す
る
立
場
を
示
し
て
ほ
し
い
」

　
─
─
浜
頓
別
町
は
こ
の
種
の
施
設
に
頼

ら
な
い
生
き
方
を
し
て
き
た
。
今
後
は
？

「
泊
村
は
、
一
時
的
に
は
原
発
で
バ
ラ
色

だ
っ
た
が
、
人
口
は
減
り
、
先
細
り
に

な
っ
て
い
る
。
う
ち
の
町
で
は
、
地
元
の

酪
農
や
林
業
、
観
光
、
商
工
業
な
ど
す
べ

て
の
産
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
４
年
間
で
林
業
に
可
能
性
が
出

て
き
た
の
で
、
産
業
全
体
の
底
上
げ
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」

　

浜
頓
別
町
に
も
幌
延
関
連
の
交
付
金
が

年
間
２
９
０
０
万
円
ほ
ど
交
付
さ
れ
る
。

「
誘
致
す
る
気
は
な
い
け
れ
ど
、正
直
言
っ

て（
幌
延
町
の
交
付
金
が
）年
間
１
億
円
台

と
聞
く
と
、
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
す
よ
。

で
も
、
浜
頓
別
の
産
業
を
き
ち
ん
と
し
て

い
く
こ
と
が
基
本
で
す
」と
、
菅
原
町
長

は
き
っ
ぱ
り
言
い
切
る
。

　

原
子
力
機
構
や
国
が
な
し
崩
し
的
に
事

を
進
め
た
り
、
協
定
当
事
者
の
道
が
弱
腰

で
臨
む
と
、
周
辺
市
町
村
か
ら
思
わ
ぬ

し
っ
ぺ
返
し
を
食
ら
い
そ
う
だ
。

　

５
月
14
日
の
道
庁
会
議
室
。
道
北
連
絡

協
議
会
の
酪
農
民
や
札
幌
の
市
民
団
体
メ

ン
バ
ー
ら
40
人
近
く
が
、
道
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
室
の
担
当
者
と
向
き
合
っ
た
。

「
昨
年
９
月
、（
処
分
研
究
を
め
ぐ
り
）国
に

要
望
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
を
道
民

に
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
」

「
幌
延
町
長
や
町
議
会
議
長
が
国
な
ど
に

要
請
す
る
前
に（
協
定
当
事
者
の
）道
庁
に

は
何
も
連
絡
が
な
い
の
か
。
町
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
事
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

「
当
事
者
な
ら
ば『（
当
初
計
画
で
示
し
た
）

20
年
の
研
究
期
間
を
守
れ
！
』と
言
え
る

で
し
ょ
！
」

「
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
坑
道
を
掘
る
と
、

あ
と
２
０
０
億
円
以
上
の
予
算
が
か
か
る
。

予
算
に
触
れ
ず
、
道
は
抽
象
的
な
表
現
だ

け
で
相
手
と
や
り
取
り
し
て
い
る
。
そ
ん

な
無
責
任
な
こ
と
で
い
い
の
か
」

　

な
ど
鋭
い
質
問
や
意
見
が
飛
ぶ
。
道
側

か
ら
は
、
原
子
力
機
構
な
ど
の
説
明
を
オ

ウ
ム
返
し
で
伝
え
る
場
面
が
目
立
つ
。

　

後
日
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
に
阪
田

克
裕
参
事
を
訪
ね
て
取
材
す
る
一
方
、
道

の
情
報
公
開
制
度
を
使
っ
て
関
連
資
料
の

開
示
請
求
を
や
っ
て
み
た
。

　

原
子
力
機
構
は
昨
年
９
月
、「
も
ん

じ
ゅ
」の
保
守
管
理
上
の
不
備
な
ど
で
社

会
的
な
批
判
を
浴
び
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

組
織
の「
改
革
計
画
」を
ま
と
め
た
。
重
点

的
な
使
命
の
一
つ
に「
放
射
性
廃
棄
物
・

処
理
処
分
技
術
開
発
」が
あ
り
、
幌
延
町

と
岐
阜
県
瑞
浪
市
の
地
下
研
究
施
設
の
機

能
の
集
約
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
工
程
表

に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
と
り
ま

と
め
、（
両
施
設
の
）事
業
計
画
を
14
年
９

月
末
ま
で
に
策
定
」と
あ
る
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
８
月
下
旬
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
室
の
倉
本
博
史
室
長
ら
が
文
部

科
学
省
や
原
子
力
機
構
を
訪
れ
、
両
施
設

の
廃
止
・
統
合
に
対
す
る
考
え
方
を
聴
取
。

９
月
に
な
る
と
、「
研
究
開
発
の
着
実
な
推

進
」と「
協
定
や
条
例
の
順
守
」を
求
め
る

高
橋
知
事
の
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
、
双

方
の
幹
部
同
士
が
情
報
を
交
換
し
た
。
倉

本
室
長
は
、
幌
延
で
の
次
期
中
期
計
画

（
15
〜
19
年
度
）に
お
け
る
地
下
施
設
の
埋

め
戻
し
日
程
に
つ
い
て
、「
今
後
、
い
ろ
い

ろ
相
談
し
た
い
」と
打
診
し
、
原
子
力
機

構
側
も「
連
絡
を
密
に
」し
て
い
く
と
応
え

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
や
り
取
り
は
住
民
団
体
や
道

民
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
双
方
で
何
か

を
企
ん
だ
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
情
報

提
供
が
不
十
分
だ
か
ら
、「
向
こ
う
の
説
明

を
右
か
ら
左
へ
と
聞
い
て
き
た
だ
け
」（
道

北
連
絡
協
議
会
の
鷲
見
悟
代
表
委
員
）と

い
う
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

　

10
歳
か
ら
20
代
半
ば
に
か
け
て
幌
延
町

内
で
暮
ら
し
、
90
年
代
初
め
か
ら
北
海
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
現
地
監
視
員
を

務
め
る
本
田
正
さ
ん（
１
９
６
１
年
、
浜

頓
別
町
生
ま
れ
）は
、
最
近
の
動
き
を
注

視
し
つ
つ
、「
地
元
住
民
の
反
応
を
見
る
た

め
に
、
協
定
の
規
定
に
抵
触
す
る
よ
う
な

も
の
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」と
警
戒
心
を
強
め
て
い
る
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
武
田
精

悦
元
所
長
が
４
年
前
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
理
事

に
就
任
し
た
の
を
知
り
、「
い
よ
い
よ（
研

究
と
処
分
事
業
の
一
体
化
が
）始
ま
っ
た

な
と
思
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

原
子
力
機
構
の
地
層
処
分
研
究
開
発
部

門
長
だ
っ
た
石
川
博
久
氏
は
か
つ
て
、
幌

延
町
や
瑞
浪
市
な
ど
の
施
設
で
は
、

「
…
実
際
の
放
射
性
物
質
を
用
い
た
試
験

で
こ
れ
ま
で
の
技
術
を
確
か
め
る
と
と
も

に
、
最
新
の
成
果
で
地
層
処
分
が
将
来
に

わ
た
っ
て
安
全
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
確

信
を
も
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
…
」

　

と
、
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
い
た
。

幌
延
が〝
核
抜
き
〟施
設
で
あ
る
こ
と
を
責

任
者
み
ず
か
ら
否
定
す
る
、
協
定
に
違
反

す
る
内
容
だ
っ
た
。

　

10
年
春
に
こ
の
記
述
を
見
つ
け
た
本
田

さ
ん
ら
は
、
あ
え
て
７
カ
月
た
っ
て
か
ら
、

原
子
力
機
構
な
ど
に
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

「
す
る
と
、
機
構
側
が
道
庁
に
説
明
し
た

ら
し
く
、
10
月
中
旬
に
な
り
該
当
個
所
の

文
言
を
変
え
た
の
で
す
」（
本
田
さ
ん
）

　

そ
ん
な
経
緯
も
あ
る
の
で
、
前
出
の
野

村
発
言
に
は
き
び
し
い
視
線
を
注
ぐ
。

「
そ
の
内
容
を
聞
き
、『
や
っ
ぱ
り
』と
思
っ

た
。
原
子
力
機
構
に
と
っ
て
は
、
幌
延
で

事
業
を
続
け
る
こ
と
で
、
雇
用
確
保
に
つ

な
げ
ら
れ
る
。
で
も
、
こ
こ
に
居
座
り
続

け
る
な
ら
ば
施
設
に
対
す
る
住
民
の
不
信

感
が
強
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
約
束
ど

お
り
撤
退
し
て
ほ
し
い
」

　

と
、
本
田
さ
ん
が
力
を
込
め
た
。

　

原
子
力
機
構
は
本
年
度
、
地
下
３
５
０

メ
ー
ト
ル
の
調
査
坑
道
に
試
験
孔
を
掘
削

し
、
実
物
大
の
模
擬
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク

（
注
＝
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
詰
め

た
容
器
を
包
む
金
属
材
料
）や
緩
衝
材
を

使
っ
た
腐
食
試
験
な
ど
を
始
め
る
。
研
究

着
手
か
ら
14
年
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
処

分
技
術
の
実
証
試
験
が
本
格
化
す
る
わ
け

だ
。
今
後
、
地
下
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
も

同
様
の
試
験
計
画
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は「
20
年
程
度
の
研
究
期
間
」の
約
束
が
守

ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

従
来
の
公
募
方
式
で
は
地
層
処
分
の
候

補
地
は
決
ま
ら
ず
、
昨
年
暮
れ
に
は
国
が

直
接
、
調
査
地
域
を
選
定
す
る
方
式
に
転

換
し
た
が
、「〝
核
の
ゴ
ミ
〟の
処
分
地
に
ど

う
ぞ
」と
歓
迎
す
る
地
域
は
、
今
後
も
現

れ
な
い
だ
ろ
う
。
実
現
が
困
難
な
地
層
処

分
に
こ
だ
わ
り
、
無
駄
な
試
験
研
究
に
多

額
の
予
算
や
人
材
を
投
じ
る
過
ち
を
積
み

重
ね
て
は
な
ら
な
い
。

　

原
子
力
機
構
な
ど
の
対
応
を
詳
細
に
検

証
す
る
こ
と
を
疎
か
に
し
た
ま
ま
、「
処
分

研
究
は
推
進
す
る
」と
真
摯
に
道
民
の
不

安
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
協
定
当
事
者

の
北
海
道
。
10
数
年
前
の
わ
た
し
は
、
深

地
層
施
設
の
立
地
受
け
入
れ
に
走
る
道
の

対
応
を
き
び
し
く
批
判
し
た
。
だ
が
、
当

時
の
堀
道
政
は
ま
だ
健
全
さ
を
保
っ
て
い

た
面
が
あ
る
、
と
今
に
し
て
思
う
。

「
幌
延
問
題
」を
め
ぐ
る
30
数
年
の
歴
史
に

学
び
、
地
域
や
行
政
の
な
か
で
格
闘
し
た

人
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
、
地
方
政
府
と

し
て〝
核
の
ゴ
ミ
〟の
後
始
末
に
つ
い
て
見

識
を
磨
く
─
─
そ
し
て
、
道
民
が
安
心
で

き
る
対
応
を
高
橋
道
政
に
望
み
た
い
。　

（
６
月
５
日
現
在
・
次
号
に
つ
づ
く
）

「…実際の放射性物質を用いた試験…」と記し、
のちに修正される以前の原子力機構ＨＰ

道北の住民たちが原子力機構などへの道の対応に疑問をぶつけた
（５月 14日、道庁８階会議室で）

原子力機構の動きを監視してきた
本田正さん

※深地層試験施設の幌延立地をめぐる経緯は拙著『核に揺れる北の大地』（七つ森書館）や、
　本誌 11年 10・11 月号の「農と食」シリーズをご参照ください。

情
報
提
供
や
道
の
姿
勢
に
不
信

道
北
住
民
か
ら
き
び
し
い
視
線

処
分
技
術
の
実
証
が
本
格
化

な
し
崩
し
研
究
延
長
を
危
惧


